
 

技術倫理協議会 第 20 回公開シンポジウム 開催結果報告 

令和 7 年 1 月 29 日 

技術倫理協議会 

1．日時：令和 6 年 12 月 2 日（金）13:00～17:00 

2．形式：オンライン：WebEX（但し、講師、スタッフ等は電気学会会議室にて対面参加） 

3．テーマ：＜エシカル消費と技術者倫理＞ 

4．開催趣旨概要： 近年、持続可能な社会の実現に向けて人や社会、環境に配慮した消費行動である「エ

シカル消費（倫理的消費）」への関心が高まりつつある。国や都道府県などの行政機関は、エシカル消費の

普及に向けて様々な取り組みをはじめている。また、企業は、環境規制への対応や温室効果ガス（ＧＨＧ）

排出量の削減に向けた環境経営に取り組むとともに、エシカル消費を実現するデジタル技術・IoT 技術を活

用したサービスの提供を進めている。一方で、消費行動の変化をさらに拡げていくための活動の推進やあら

たな消費行動に対応した社会的な仕組みの整備などの課題の解決に向けた取り組みも必要となっている。  

本シンポジウムでは、「エシカル消費」とは何か、エシカル消費の普及に向けた課題や国内外の行政や企

業の取組みについて識者をお招きして幅広く理解を深めるとともに、“消費者”の一人である技術者が、エ

シカル消費の実現に向けてできることについての気づきを得る機会とする。 

5．主催と実施概要：公益社団法人 日本工学会    技術倫理協議会 

【技術倫理協議会会員】公正研究推進協会、電気学会、電子情報通信学会、土木学会、日本化学会、 

日本機械学会、日本技術士会、日本原子力学会、日本建築学会、日本工学教育協会、 

日本非破壊検査協会、日本マリンエンジニアリング学会（12 学協会） 

◆参加者数：301 名（WebEx 接続者数 287 名）及び（対面参加の講師+協議会委員 14 名） 

◆受講証明書の発行数：101 件（注：12 月 24 日現在）（昨年 25 件、一昨年 8 件） 

6．プログラム概要 

(1)開会挨拶:13:00～   南 裕二   技術倫理協議会議長 

(2)講演   13:05～15:45  

・講演1: エシカル消費と人権              柿野 成美  （法政大学 ） 

・講演2: 東京都におけるエシカル消費普及の取組 

      「TOKYOエシカル」                鈴木 智也  （東京都生活文化スポーツ局 ） 

・講演3: 富士通が取り組むSX経営について       古川 淳一  （富士通株式会社） 

・講演4: エシカル消費への貢献と電子レシート 

     利用促進に向けた取り組み事例        長谷川 圭一 （東芝テック株式会社 ） 

(3)パネル討論（16:00～17:00） 

パネリスト：柿野成美、古川淳一、長谷川圭一、コーディネーター：蘆立修一 （東電記念財団） 

7．シンポジウム参加者へのアンケート集計結果＜5 段階評価＞：（回収 179 名：60％） 

①参加者は60代以上が66％、40代～50代が29％であった。また、企業関係者は72％と最も 

多く、大学等の現役研究者の参加は2％、個人事業主が19％であった。 

②講演（1～4）個々の評価の平均 

「非常に良かった」が32％、「良かった」が60％であり、92％の人から良い評価を得た。 

③パネル討論の評価 

「非常に良かった」が21％、「良かった」が68％であり、89％の人から良い評価を得た。 

④シンポジウムをどこで知ったか 

「所属学協会からのメール」76％、「日本工学会Web」9％「他機関のWeb」10％、であった。 

⑤オンライン形式の開催について：「非常に良かった／良かった」が91％。 

⑥次回以降の開催形式：「オンライン」が26%、「ハイブリッド」が73%，「対面」は1%であった。

⑦シンポジウムの感想概要および今後企画して欲しいシンポジウムテーマについて 

・ エシカル消費について知る機会となり、大変参考になった。 

・ 幅広い専門家の幅広い内容についての講演が聞けて良かった。 

・ オンラインでの音声の不具合があった。マイクミュート等、オンライン会議のルール周知

等について改善して欲しい。 

・ 一部の講演では配布資料が無かったので、提供して欲しかった。 

・ 技術者倫理（AI、人材育成、企業と個人、最新動向、通報者保護、成功体験と失敗体験） 

・ 環境・エネルギー問題（脱炭素社会、廃棄物、SDGs、気候変動） 

・ デジタル社会（明と暗、Society 5.0、道徳観・倫理観） 

・ 具体的な事例（外環道陥没事故や福島第一原子力発電所事故、企業の不祥事） 

・ その他（知的財産、工業高校での人材育成、モビリティ、倫理と法規制の境目） 

以上 


